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研究大会ラウンドテーブル 
「社会科学領域における研究データの公開と共有：  

図書館情報学での実践に向けて」

話題提供者：前田　幸男（東京大学大学院情報学環）
石井加代子（ 慶應義塾大学経済学部，経済学部附属経済研究所パネルデータ

設計・解析センター）
酒井由紀子（東京財団政策研究所・政策データラボ） 

モデレータ：松林麻実子（筑波大学図書館情報メディア系）

今年度のテーマは「社会科学領域における研究データの公開と共有：図書館情報学で
の実践に向けて」であった。3人の話題提供者による社会科学領域における研究データ公
開・共有の事例紹介に続き，後半ではフロアを交えた自由な意見交換を行った。
初めにモデレータから，昨今注目されている研究データの公開と共有という課題に図書
館情報学研究者がいかに貢献できるかということについて，社会科学領域に焦点を当てて
考えてみたいという趣旨が説明された。次に酒井由紀子氏より，社会科学領域における研
究データの公開と共有に関して，欧米の学術機関・図書館がどのような取り組みを行って
いるかに関する代表的な事例が紹介された。酒井氏からは，図書館情報学研究者として研
究活動や成果報告において研究データをいかに取り扱い，公開したかということに関する
自身の体験も併せて報告された。二人目の話題提供者である前田幸男氏からは，諸外国お
よび日本における政策動向と独立行政法人日本学術振興会が推進する「人文学・社会科学
データインフラストラクチャー構築推進事業」の概要に関する紹介があったのち，これら
の事業を通して浮き彫りになりつつある人材育成の課題などに関して問題提起があった。
最後に，石井加代子氏より，前述の事業の拠点機関の一つである慶應義塾大学経済学部附
属経済研究所パネルデータ設計・解析センターが実施するパネルデータの公開と共有にお
ける現状と課題とが紹介された。
後半では，フロアからの質問に答える形で，操作的定義が異なる調査データを利用する
際の留意点，研究目的の調査から得られるデータとは異なる各種の業務や商用サービスか
ら派生するデータなどの利用にまつわる問題，メタデータの重要性，個人情報保護への配
慮，データのライフサイクルにおいて図書館員（データライブラリアン）が関与すべき部
分，小規模なデータの散逸の現状と，公開・共有による引用の増加といった研究者にとっ
てのメリットなどについて，意見交換が活発に行われた。


